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人数（人） 　４～４０人 時間 ３時間

対象 小３以上 時期 春～秋

場所

指導形態

安全管理

施設から貸出

団体で準備

確認事項

○やぐらを作る場所を相談して決定する。
○協力してハデ木，平板を運ぶ。
○説明を聞く。（ハデ木の結び方）
①柱とハデ木を結ぶ。②ハデ木とハデ木を結ぶ。（角結び）
○長さを考えて平板を置く。
○説明を聞く。（平板の結び方）
③平板をのせる。④平板をロープで結ぶ。
○完成したやぐらにのってくつろぐ。（写真を撮る）
○片付け
・準備と逆の手順で片付ける。

○打撲，指詰めなどのけがが予想される
ので，周囲に十分注意する。
○道路を横断する時に，車に注意する。
○引率者，担当者は，安全に活動ができ
るよう十分に注意する。

留意事項内　　容

活
動
の
説
明

＜職員による説明＞
○めあてや活動の進め方の説明を聞く。
○注意事項についての説明を聞く。
○ロープの結び方（本結び）の練習をする。

○（時期によっては）ハチ，ヘビ，毛虫に
注意する。
○ハデ木や平板は二人で，安全に運ぶ。

展
　
開

概　要

　　引率者と職員による監視

○荒天時は相談の上，実施判断をする。

　　自主活動　　・　　職員による事前の説明のみ　　・　　職員による直接指導

内容

画　像

レイクパーク（玄関前の林）

やぐらづくり

ねらい
○　協力し合って活動することの大切さを知る。
○　自然のものを使って，物を作る楽しさを味わう。
○　作業時の危険について予測し，回避する力を身につける。

準　備

ハデ木，平板，ロープ，（孟宗竹）

活
動
前

○実施までに事務室で打ち合わせを行う。
（実施の判断，ねらいの確認，集合場所や集合時刻の確認）

活動しやすい服，履き慣れた靴，帽子，タオル，水筒，雨具（カッパ），軍手，虫除け

・１基につき６～８人程度でつくると活動がスムーズに行える。
・安全上，必ずサン・レイク職員による指導の下，作業を進める。
・完成したやぐらの上で野外弁当を食べることもできる。
（その場合，プラス1時間程度の時間が必要）

ハデ木，平板，ロープを使い，やぐらを組んで作る。
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